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　各常任委員会では，閉会中の所管事務調査や６月定例会で付託になった議案・陳情につい
て審査を行いました。

●�総務常任委員会
●�文教厚生常任委員会
●�建設経済常任委員会

委 員 会 報 告

　

曽
於
市
の
人
口
増
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

地
元
か
ら
場
所
を
変
更

し
て
頂
き
た
い
と
い
う
要
望

書
が
出
て
い
る
が
、
な
ぜ
あ

そ
こ
を
計
画
し
た
の
か
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
7
回
の
会
議
を
重
ね
、
16

箇
所
の
候
補
地
の
中
か
ら
町

の
中
心
に
近
く
、
景
観
に
も

優
れ
て
、
売
れ
る
場
所
と
い

う
こ
と
で
計
画
し
、
地
元
へ

は
説
明
会
を
実
施
し
た
。

　
　

正
ヶ
峯
地
区
や
財
部
温

泉
近
辺
も
可
能
性
は
な
か
っ

た
の
か
。

　
　

ほ
と
ん
ど
基
盤
整
備
を

し
て
お
り
、
県
と
協
議
し
た

と
こ
ろ
一
種
農
地
で
あ
り
農

振
除
外
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

畜
舎
と
隣
接
し
て
い
る

が
問
題
は
な
い
か
。

　
　

畜
舎
の
臭
い
や
鳴
き
声

な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

隣
接
す
る
場
所
に
公
園
や
道

路
な
ど
計
画
し
今
後
十
分
検

討
し
て
い
く
。

　
　

末
吉
中
央
分
団
詰
所
の

建
設
場
所
を
今
の
と
こ
ろ
か

ら
変
え
る
と
い
う
こ
と
は
い

い
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
図
書
館

前
に
し
た
の
か
。

　
　

今
の
所
は
駐
車
場
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
栄
楽
公
園
駐
車
場
の
所
も

考
え
た
が
公
園
の
面
積
の
一

部
で
だ
め
で
あ
っ
た
。

　
　

当
初
計
画
し
た
時
点
で

は
生
徒
2
名
が
北
中
学
校
に

自
転
車
通
学
を
し
て
い
た
が

現
在
は
い
な
い
。
当
大
峯
地

区
は
集
落
営
農
を
取
り
組
ん

で
お
り
、
ま
た
定
住
に
も
関

係
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

大
峯
辺
地
（
平
成
19
〜
2�

年
度
）
に
新
た
に
市
道
「
上

大
峯
線
」
の
改
良
舗
装
工
事

を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

整
備
を
必
要
と
す
る
事

情
の
内
容
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
の
自
転
車
通
学
と
い
う

文
言
は
よ
い
の
か
。

　
　

末
吉
中
央
分
団
詰
所
建

設
に
よ
っ
て
図
書
館
前
の
駐

車
場
が
狭
く
な
る
が
新
し
く

確
保
す
る
の
か
。

　
　

こ
の
近
く
に
駐
車
場
を

確
保
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
補

助
金
の
増
は
な
ぜ
か
。

　
　

当
初
�0
件
予
算
計
上
し

て
い
た
が
、
申
請
件
数
が
急

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
新
た

に
40
件
追
加
す
る
も
の
で
あ

る
。

☆�

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
（
財
部
町
大
峯
辺
地
）

☆
平
成
22
年
度
曽
於
市
一
般

　

会
計
予
算
の
補
正（
所
管
分
）

総
務
常
任
委
員
会
（
吉
村
幸
治
委
員
長
）

問

答

末吉中央分団詰所建設予定地

☆
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

�（
財
部
地
域
宅
地
分
譲
整
備

事
業
用
地
）

問答問答問答

問答

問答問答

大峯辺地（上大峯線）
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保
険
と
の
不
公
平
感
も
あ
り

市
も
改
善
の
努
力
が
必
要
。

　
　
　

抜
本
的
な
見
直
し
を

国
に
お
い
て
も
行
う
べ
き
だ
。

　
　
　

市
民
感
情
は
大
事
で

あ
り
陳
情
項
目
は
鋭
い
指
摘

で
あ
る
。
引
き
上
げ
は
最
低

限
度
に
と
ど
め
て
欲
し
い
と

の
趣
旨
は
大
い
に
理
解
で
き

る
。

　
　
　

陳
情
項
目
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
不
況
の
中
、

国
保
税
引
上
げ
は
市
民
に
と

っ
て
苦
し
い
こ
と
は
理
解
す

る
が
、
財
源
を
保
険
料
で
賄

う
原
則
か
ら
す
る
と
一
般
会

計
に
頼
る
と
い
う
本
陳
情
は

路
線
を
は
ず
れ
て
い
る
。

・ 

長
寿
祝
金
支
給
事
業
４
３

１
７
万
6
千
円
の
減
額
に

つ
い
て

　
　
　

�
月
定
例
会
に
お
け

（
調
査
事
項
）

・
市
内
学
校
調
査

（
内
容
）

　

平
成
24
年
度
か
ら
財
部
・

末
吉
の
各
中
学
校
を
そ
れ
ぞ

れ
一
校
に
統
合
す
る
こ
と
か
ら

4
中
学
校
を
調
査
し
ま
し
た
。

南
之
郷
中
学
校　

生
徒
数
�0

名
P
戸
数
27
戸
で
「
興
せ　

さ
わ
や
か
南
之
郷
旋
風
」
の

下
、
早
朝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

全
校
朝
会
で
の
一
分
間
ス
ピ

ー
チ
な
ど
特
色
あ
る
学
校
教

育
が
な
さ
れ
て
い
る
。

財
部
南
中
学
校　

校
訓
「
生

魂
（
い
っ
だ
ま
し
い
）」
の
下
、

生
徒
数
21
名
P
戸
数
20
戸
で

特
に
学
力
面
は
向
上
し
て
お

り
、
個
別
指
導
が
徹
底
さ
れ

学
校
行
事
や
施
設
整
備
に
は

地
域
の
協
力
体
制
が
整
っ
て

い
る
。

財
部
北
中
学
校　

生
徒
数
12

名
で
あ
る
。
21
年
度
の
卒
業

生
が
1�
名
だ
っ
た
た
め
生
徒

数
が
激
減
し
た
。
部
活
は
男

子
テ
ニ
ス
の
み
の
た
め
始
業

前
放
課
後
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
と
り
入
れ
奨
励
し
て
い
る
。

財
部
中
学
校　

生
徒
数
２
１

５
名
（
6
ク
ラ
ス
）
で
あ
る

が
統
合
の
24
年
度
は
2
5
4

名
（
8
ク
ラ
ス
）
と
な
る
。

26
年
度
に
お
い
て
は
2
1
0

名
（
6
ク
ラ
ス
）
と
現
在
と

同
程
度
に
な
る
見
込
み
で
平

成
24
年
度
夏
に
校
舎
完
成
の

予
定
で
あ
る
。

　
　
　

財
部
中
の
施
設
整
備

は
地
域
や
学
校
現
場
の
意
見

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
実

態
に
即
し
た
総
合
的
な
計
画

作
成
に
努
め
る
よ
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　

法
定
外
繰
入
れ
を
し
た

上
で
の
保
険
税
引
き
上
げ
だ

が
今
後
の
傾
向
は
。

　
　

25
年
度
以
降
は
新
し
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見

込
み
も
あ
り
予
測
は
難
し
い
。

国
保
は
、
県
単
位
で
の
広
域

化
の
流
れ
も
あ
る
中
で
、
曽

於
市
と
し
て
の
対
応
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

教
育
予
算
を
国
全
体

と
し
て
し
っ
か
り
と
確
保
・

充
実
し
て
い
く
必
要
か
ら
本

陳
情
の
趣
旨
に
賛
同
す
べ
き

で
あ
る
。

　
　
　

被
保
険
者
の
所
得
が

減
っ
て
き
て
い
る
中
、
社
会

る
当
初
予
算
の
審
査
内
容
を

考
慮
し
て
の
変
更
で
あ
る
と

推
測
で
き
る
が
、
市
民
に
対

し
て
は
そ
の
中
身
に
つ
い
て

十
分
な
説
明
を
行
い
、
周
知

徹
底
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　

歳
入
の
保
険
税
8
3
0

0
万
9
千
円
の
減
額
は
。

　
　

被
保
険
者
の
所
得
の
減

が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

　

21
年
度
老
人
保
健
医
療
交

付
金
の
精
算
に
伴
う
支
払
基

金
へ
の
償
還
金
の
補
正
で
あ

る
。

　
　

繰
越
金
は
最
終
的
に
い

く
ら
に
な
る
か
。

　
　

21
年
度
決
算
見
込
み
で

�
億
4
7
6
7
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

特
別
会
計
に
お
け
る

人
件
費
は
実
態
に
即
し
て
計

上
す
る
よ
う
に
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
原
田
賢
一
郎
委
員
長
）

意
見

問答

☆�
平
成
22
年
度
曽
於
市
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
所
管
分
）　

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
介
護

保
険
特
別
会
計
の
補
正

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
老
人
保

健
特
別
会
計
予
算
の
補
正

☆�

平
成
22
年
度
生
活
排
水
処
理

事
業
特
別
会
計
予
算
の
補
正

☆
所
管
事
務
調
査

☆�

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

☆
陳
情

　
�

30
人
以
下
学
級
実
現
、
教
員

賃
金
改
善
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意

見
書
の
採
択
要
請
に
つ
い
て

意
見

☆
陳
情

　

�

国
民
健
康
保
険
税
の
8
%
も

の
値
上
げ
中
止
を
求
め
る
陳

情
書
に
つ
い
て

意
見

意
見

☆
陳
情

　

�

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
上
げ
に
関
す
る
陳
情
書

に
つ
い
て

意
見

意
見

意
見

☆�

平
成
22
年
度
曽
於
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

の
補
正

問答問答

意
見

財部中学校

完成合併浄化槽据え付け状況



17 曽於議会だより　No.21　H22 年８月発行

に
よ
り
市
道
を
廃
止
し
、
旧

県
道
部
分
を
市
道
認
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　

畜
産
振
興
基
金
の
内
容

目
的
は
。

　
　

口
蹄
疫
に
伴
い
セ
リ
市

が
延
期
さ
れ
、
4
月
セ
リ
市

分
の
子
牛
は
す
で
に
月
齢
12

ヵ
月
に
達
し
て
お
り
、
今
後

自
家
保
留
等
の
子
牛
が
増
え

て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
基
金
の
積
立
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

地
域
振
興
住
宅
の
一
棟

あ
た
り
の
敷
地
面
積
は
。

　
　

�
戸
分
の
敷
地
を
買
う

場
合
、
通
路
部
分
や
道
路
へ

の
取
り
付
け
の
部
分
も
含
め

吉
国
原
地
区
の
水
中
ポ
ン
プ

取
替
補
修
工
事
で
あ
る
。

　
　

下
水
道
事
業
の
市
債
は

全
体
で
い
く
ら
あ
る
か
。

　

ま
た
利
率
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
（
大
川
原
主
税
委
員
長
）

て
の
計
算
で
4
0
0
㎡
程
度

あ
れ
ば
建
築
可
能
で
あ
る
。

　
　

選
考
の
方
法
・
内
容
は
。

　
　

選
考
会
は
�
回
行
わ
れ

1
回
目
は
応
募
さ
れ
た
�1
名

の
中
か
ら
書
類
審
査
に
よ
り
、

条
例
と
内
規
に
基
づ
き
21
名

に
絞
り
込
み
2
回
目
に
、
申

し
込
み
の
動
機
、
出
身
地
及

び
市
内
に
在
住
す
る
身
内
等

の
確
認
と
、
定
住
、
自
治
会

へ
の
加
入
、
地
域
行
事
へ
の

参
加
及
び
児
童
の
通
学
の
希

望
、
こ
れ
ら
の
意
思
確
認
を

し
、
�
回
目
の
選
考
会
に
お

い
て
は
、
住
宅
完
成
時
の
最

終
確
認
と
し
て
、
確
実
に
入

居
す
る
か
、
ま
た
買
い
取
り

ま
で
考
え
て
い
る
か
聞
き
取

り
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

払
い
下
げ
に
つ
い
て
は

明
記
し
た
も
の
で
伝
え
て
い

る
の
か
。

　
　

明
記
さ
れ
た
も
の
で
な

い
が
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
単
独
土
地
改
良
事
業

の
内
容
は
。

　
　

大
隅
の
西
原
地
区
の
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
委
託
料
と
末

（
調
査
事
項
）

・
土
木
行
政
に
関
す
る
調
査

（
内
容
）

　

曽
於
市
環
状
線
構
想
計
画

に
つ
い
て
整
備
状
況
等
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

現
行
路
線
総
延
長
82
・
2

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
国
道
、
県

道
、
市
道
、
広
域
農
道
を
接

続
し
て
旧
�
町
を
つ
な
ぎ
市

民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
北
部
と
南
部

に
未
整
備
の
箇
所
が
集
中

し
て
い
る
。
総
合
振
興
計
画

に
お
け
る
環
状
線
の
位
置

づ
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
路
線
ご
と
に
案
内
板
を

立
て
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

か
。
道
路
の
美
化
の
取
組
を

も
っ
と
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
構
想
の
中
に
さ
ら
に

市
道
の
追
加
を
で
き
な
い
か

等
の
意
見
要
望
が
出
さ
れ
た
。

（
調
査
事
項
）

・ 

農
林
業
・
畜
産
振
興
に
関

す
る
調
査

（
内
容
）

　

平
成
22
年
4
月
20
日
に
宮

崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
に

つ
い
て
、
経
過
と
現
状
の
報

告
を
求
め
た
。
終
わ
り
の
見

え
な
い
、
自
主
防
疫
の
中
で

畜
産
農
家
は
心
身
共
に
極
限

状
態
に
あ
り
、
畜
産
経
営
の

先
行
に
大
き
な
不
安
を
抱
え

地
域
経
済
、
市
民
生
活
に
も

多
大
な
影
響
が
出
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
に
対
し
意
見
書

の
提
出
を
決
定
し
た
。

　

本
年
度
鳥
越
団
地
建
替
事

業
に
よ
る
既
存
住
宅
�
戸
の

用
途
廃
止
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

県
道
改
良
に
伴
い
、
規
定

　
　

22
年
度
は
1
億
6
7
9

0
万
円
で
、
全
体
で
19
億
6

8
7
6
万
1
千
円
に
な
る
。

利
率
は
、
1
・
75
％
〜
2
・

1
%
で
あ
る
。

問答

☆
所
管
事
務
調
査

☆�

曽
於
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

☆�

曽
於
市
道
路
線
の
廃
止
及
び

認
定
に
つ
い
て
（
下
中
野
線
・

阿
邪
里
線
）

☆�

平
成
22
年
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市道阿邪里線

　6 月中旬以降、活発な梅雨前線
の影響による激しい雨が降り、7
月 � 日の集中豪雨はこれまでにな
い深刻な被害を残しました。
　特に財部町北部の中谷地区、北
地区に被害が集中しております。
水田は約 4�.6 ㌶が埋没、踊橋の落
橋や、多数の住宅の全半壊、床上、
床下浸水の被害を受け、避難生活
を強いられている世帯もあります。
住民が安心して生活できる環境づ
くりのために、関係機関と協力し
て一日も早い復旧が望まれます。

7月3日 豪雨災害

災害復旧が待たれる中谷地区（財部町）


